
SEP．’95

鰹9月帆、
㌔

◎
、Nα532

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　コ　　　　　　　　　　ロロ　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　

発行　宮崎県東臼杵郡東郷町　・編集　総務課　TEL69－2111
1川IIlI幽1「1「11111111川1川1■1幽lIl川1幽，■rlIlIl川川1■1■rlrl川幽llIII川IlIlIlIlIlIlI閥III川III川rI，1川IIlI｝IIl181川■ll川lI川1川川1川lIrIIll川川川川IIIIII川川川川園IIlI，IIlllr川川川川11じlllIIII川1

羅
ψ

陣磁
勝

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
幽
　
》

串
、
一
、

凸
る
講
7

　
　
　
　
　
　
　
　
も

糞
r
議

r
3憂、

臓
　
　
芦
甑
隔
、
・

繭
・
‘
蕊
　
　
　
　
　
・

　
　
善
づ
　
　
’
・

・
亀
崩
ゆ
　
薩
z

　
　
　
、
7

ア
　
ン
　
『
、

薦
躍
胴
亀

　
　
直
．
“
　
　
　
毒

誓
．
・
、
硝畷

裁
ふ
　
，

ゴ
盛

が
晦ヒ．

　
▲

私
　
蔭

4

「％可

・
許
禰

ハ
　
㍗

攣
蕉
諺

▼零二

重
零
零
、

駝

咽

蝋瞭
∠
r

勲や懲

『
嫁

メ
略

レ
』
7

メ
き

が

器
、　

酔

．
民
・
愚
民
〆
。
ぺ

警
『

　
、
轡

　
　
餅
　
索
．
、
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一
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露
二
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焼
き
て
母
は
お
は
し
き
ゆ
め
み
て
の

後
も
う
し
ろ
で
あ
り
あ
り
と
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

今
年
も

　
　
　
一
嗣
ぎ
わ
う

　
　
1
牧
水
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
う
な
ぎ
つ
か
み
ど
り
大
会
－

町
画
工
△
至
弓
年
部
主
崔
に
よ
る
『
牧
水

ふ
れ
あ
い
う
な
ぎ
つ
か
み
ど
り
大
会
一
コ
が
、

七
弓
一
十
日
、
牧
水
公
薗
坪
谷
川
河
目
プ

ー
ル
で
問
崔
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
．
町
内
外
か
ら
約
壬
百
人

の
窺
子
連
れ
が
訪
れ
．
放
流
さ
れ
た
ウ
ナ

ギ
・
マ
ス
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
．
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人　口5，545人（△1）

　男　2．652人（△2）

　女　2．893人（　1）

世帯数L728戸（　2）

　平成7年8月1日現在
　　　（　）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています＠
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伽
東郷町の
　　　人ロの推移

10，000人

5．000人

8，062　　8，097

8，334

　
一
方
、
世
帯
数
を
み
る
と
、
昭
和

三
十
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
人
口
ほ
ど
減
少
率
は
高

く
な
く
、
　
一
世
帯
に
占
め
る
世
帯
の

構
成
員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
本
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
基
に
、

一
層
の
過
疎
化
対
策
、
高
齢
者
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
そ

う
で
す
。

　657

女
3
、
7
8
1

男
3
、
7
8
0

大
正
9
年

4
0
0
4

4
0
5
8

〃
1
4
年

3
9
7
7

4
1
2
0

昭
和
5
年

8，226

10，116

4
0
8
0

4
2
5
4

〃
1
0
年

4
1
0
0

4
1
2
6

〃
1
5
年

5
1
4
8

4
9
6
8

〃

22

N

11，042　　11，032

5
5
5
6

5
4
8
6

〃

25

N

5
5
9
9

5
4
3
3

〃

30

N

10，058

5
2
0
7

4
8
5
1

〃

35

N

8，380

ピ
ー
ク
時
の

　
約
半
分
に
ま
で
減
少

4
3
4
2

4
0
3
8

〃

40

N

今回が16回目の国勢調査です

　10月1日現在で、平成7年国勢調査が全国一斉に行われます。国勢調査は、大正9年（1920年）から5年ごと

に行われており、今回の調査は16回目に当たります。

各種施策の資料として生かされます
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6，804

　この調査は、赤ちゃんはもちろん、日本に住んでいるすべての方が対象です。調査の結果は統計としてまとめ

られ、21世紀に向けた各種の計画や福祉対策・住宅対策や防災対策など、国や都道府県、市区町村の行政の重要

な基礎資料となります。

9月下旬から訪問します
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　9月下旬から調査員が各世帯にお伺いして、「調査票」と「調査票の記入の仕方」を配布し、記入をお願いしま

す。その後、再度訪問して調査票を集めます。
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年

〃
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年

調査内容は漏らしません

調査員をはじめ調査関係者が、調査票の内容をほかに漏らしたりすることはあ

りません。

　また、調査票に記入された内容は、統計を作る目的以外に使用されることはあ

りません。

2．000世帯

1．500世帯

　　　　　　　　　　1，739
　　　1，703
1，620　　　　　　　　　　　　1，630

世帯数の推移

L810
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1，772　　　　1，764　　　　1，766

　一一u耐一？

国勢調査人口予想クイズ

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
国
勢
調
査
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
十

月
一
日
現
在
の
東
郷
町
の
人
口
予
想
ク
イ
ズ

を
実
施
し
ま
す
．
、

　
応
募
資
格
は
、
東
郷
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
。

　
応
募
方
法
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
予
想
人
口
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
九

月
二
十
九
日
ま
で
に
、
役
場
企
画
財
政
課
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（
当
日
消
印
有
効
）

　
当
選
発
表
は
、
国
勢
調
査
人
口
が
確
定
次

第
行
い
ま
す
。
．

　
ピ
タ
リ
賞
の
方
か
ら
抽
選
で
一
名
に
、
豪

華
商
品
を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ア
ピ
ン

賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
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望

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉
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議長に成合亀行氏を再選
副議長には三浦文人氏

町議会の新しい

1）構成決まる

　8月11日に開会された臨時議会において、議長に成合亀行氏（69歳）、副議長に三浦文人氏（64歳）

が選任されました。

　また、各委員会等の構成も次のとおり決定されました。
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さ
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室

　
　
　
か
ら
お
願
い

　
本
年
四
月
か
ら
町
史
編
さ
ん
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
町
史

編
さ
ん
室
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
に
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
珍
し
い

書
き
物
・
絵
画
・
着
物
類
・
茶
器
類
・

農
具
類
・
は
き
物
類
・
家
具
類
等

◎
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

小
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な
，
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石
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・
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の
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・

小
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名
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名
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ら
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て
い
な
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正
時
代
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で
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っ

た
教
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書
・
ノ
ー
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・
雑
の
う
・
帽

子
・
着
物
等

◎
明
治
・
大
正
時
代
の
書
物
・
雑
誌
・

新
聞
・
納
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書
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買
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・
物
価
表
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方
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る
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畜
産

だ
よ
り

　
七
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
3
5
1
、
6
8
4
円

　
去
勢
平
均
　
4
2
8
、
6
5
6
円

最
高
額

　
雌
部
　
　
塩
月
秀
幸
　
ふ
く
は
な
号
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0
6
、
5
8
0
円

　
去
勢
部
　
矢
野
サ
チ
ヨ
　
豊
桜
号
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3
7
、
6
6
0
円
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湯
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市
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連
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々
津
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平
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2
8
3
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2
5
0
円
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勢
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均
　
4
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2
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0
0
0
円

最
高
額
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夫
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号
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0
8
、
9
1
0
月

　
去
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部
　
高
瀬
秋
三
　
安
三
号

　
　
　
　
　
4
2
9
、
5
1
0
円
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最
高
齢
者
は

白
寿
（
9
9
歳
）
を
迎
え
る
那
須
嘉
市
さ
ん
（
田
野
区
）

＼
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成
7
年
度

　
9
0
歳
以
上
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（
8
月
1
5
日
現
在
）

　
区
　
　
組
合

寺
　
迫
　
寺
迫

　
　
　
落
鹿

　
　
　
長
崎

福
瀬
　
仲
一

小
野
田

出
口

上
二

上
同

胞
山
木

広
瀬

大
谷

糞
下
一

又
下
二

又
中

又
ヒ

牧
水
園

　
氏
名
年
齢

海
野
キ
ク
エ
醐

新
名
ダ
イ
偲

黒
木
日
出
夫
㈹

安
藤
藤
松
㈱

関
野
貞
暁
働

直
野
喜
義
園

高
木
シ
モ
エ
㎜

高
木
十
吉
　
㈹

長
渡
茂
一
　
㈱

長
池
テ
ツ
　
㈱

谷
ロ
ト
メ
　
鋤

岩
田
シ
ゲ
…

橋
ロ
マ
ツ
エ
酬

吉
野
マ
ス
エ
鮒

小
林
シ
ナ
　
鯛

飛
騨
リ
ン
　
9
⇒

木
村
マ
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小
山
鋏
計
図

黒
ホ
テ
ル
　
鋤

中
平
堅
吉
脚

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
町
内
各
地
で
長
寿
を
祝
う
催
し
が
計

画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
よ
う
。

　
今
年
度
町
内
で
九
十
歳
以
上
を
迎
え
る
方
は
、
昨
年
よ
り
記
名
多
い
六

十
七
名
で
、
最
高
齢
者
は
来
年
三
月
白
寿
を
迎
え
る
田
野
区
の
那
須
嘉
市

さ
ん
で
す
、

鶴
野
内

牧
水
園
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矢
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大
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醐
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個
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ヅ
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エ
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福
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エ
ン
　
9
D

福
谷
サ
ダ
エ
醐

寺
原
引
子
囎

黒
木
タ
ク
　
㎝

川
越
梅
子
醐

田
中
タ
セ
　
吻

藤
田
ト
メ
蜘

椎
葉
イ
マ
…

迫
野
内

田
　
深

重
　
愚

考
　
深

坪
谷

鈴
峰
園

171117

東
下

東
上

田
野

蕨
野

稲
葉
黒

羽
坂

小
長
野

深
瀬

日
ケ
道

深
谷

瀬仲
平山

越
表
　
田
口
八
ツ
山

椎
葉
明
　
働

那
須
サ
ワ
　
㈹

南
濱
ト
メ
　
鰍

山
本
辰
彦
　
働

宇
津
マ
ス
…

東
シ
ン
　
　
⑬

伊
東
チ
ユ
醐

那
須
嘉
市
働

黒
田
ヶ
サ
エ
働

小
川
勇
夫
㈹

寺
田
タ
ミ
　
凹

清
水
兼
光
⑳

寺
原
勝
野
⑳

木
村
キ
ク
ノ
㎜

僑
ロ
カ
メ
　
働

若
藤
稔
　
　
個

矢
野
美
義
⑲
①

旦
局
サ
エ
　
醐

寺
原
フ
ジ
　
㈹

三
浦
シ
ナ
　
働

春
田
ツ
ル
　
吻

河
野
タ
メ
…

（年
薰
ﾍ
、
．
弔
成
8
年
3
月
訓
日
ま
で
に
達
す
る
年
齢
で
す
．
）

8月18日付で国際交流員がエデル・クイーンからショナー・パーケットに代わりました

　　　　　Hθ〃0

　はじめまして、ショナー・　：iiiii転罐

パーケットです、

　昨年の8月から門川町に勤　　1：◎‘湿　　：：i芝

務していましたが、今年の8月　　　噸　・．　．懸；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　弊
から1年間東郷町にお世話に　　ショナ＿．バ＿ケット

なることになりました。イギ

リス出身で24歳になります。1年間、イギリスの文

化をみなさんにお伝えすると共に、私自身も日本の

文化や若山牧水について学びたいと思っています．

みなさん気軽に声をかけてください。

　1年間よろしくお願いします。

θoodL乙UO
窪
」
／
」
」
」
耀
」
／
5
斗
ゴ
二
一
」
．
垂
」
」
」
5
．

　8月18日をもって、国際交流員としての2年間の

任期を終え帰国することになりました。2年の間、東郷

町の暖かいみなさんや自然に恵まれた環境の中で暮

らし、いろいろすばらしい思い出ができました。将

来の道はまだ決まっていませんが、どこに行っても

東郷町の暖かい思い出は忘れないと思います。

　　　　㌧　、　　　　いろいろありがとつございま

1轟払藻魚鷲
　　　　　ツ　　　　　　　　　　し行くあしあとの　ひとつづ

　　　　　　　　　　つぞと歌を寂しむ」

エデル・クイーン
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　　　　　　コ羅どうごり⑤
①④　¢¢¢まち。らア’し，、ム

万
響

　　　　　小野田区で

　ふれあい福祉夏まつり
7月22日吐〕

9　　＝鰍

　特別養護老人ホームー牧水園」で、ふれあい福祉夏ま

つりが開催されました．

　昨年までは、小野田区・牧水園・山陰保育園が別々に

夏まつりや盆踊りを行ってきましたが、今年はそれを合

同で開催し、ちびっこ太鼓や盆踊り、花火大会など子ど

もからお年寄りまで一緒に楽しみました、

】二一－■■■．－

｝
1 H－＝【． ｡．】【■．】［■＝■］［－＝【＝匡．－】【ーコ【－＝星＝」「■－．ーコ【星■．－－二互｛一て一翼】【三【π亘■夏互一■－■■■霊■■夏－■τ－粟－■夏－－】【－】【

　　　アマチュア無線愛好者

　九州ブロックミーティング
7月22日「±：1

　アマチュア無線の愛好者が、朝夕の交信を楽しむかた

わら、各地で出会いを行う一おはよう・こんばんは3．5

ネソト九州プロ・クミーティングーが牧水公園で開催さ

れ、遠くは新潟県など全国から60名が参加しました．

　参加者は、愛好者同志の親睦を深めるとともに、地元

農産加工グルーフ訊牧水味グループ．の手作りの山菜料

理も味わいました．

瀦

辱
㎞
、
斯
，
讃

　
な
レ

馨
へ
分

懸
r■■■j＝【】［【－五｝

望「茎＝】【－．－

　
1

皿∬皿　π
王．】【一】【．】【．■］「■帰一＝【nヨ【互】目【翼

　　　　バレーボール

　青年女子が県大出場
7月30日旧）

　北方町勤労者体育館を中心に開催された郡青年団バレ

ーボール大会に出場した本町青年女子は、3年ぶりの優

勝を果たし、9月に宮崎市で開催される県大会に出場す

ることになりました．

　対戦成績は次のとおりです、

畳準決勝〕東郷町2－0椎葉村

決勝二東郷町2－0西郷村

〔予選〕東郷町2－0諸塚村

　　　東郷町2－0北方町

■■■＝一】【H】【＝】［一【］【］【］【］［

｝
．－］［一－＝【】＝－一＝【．n】【】「

　　　日向支部消防操法大会

　　　2位入賞の快挙
8月5日出

　日向支部消防操法大会が日向市消防訓練広場で行われ、

本町から第1部（小野田〕と第7部！寺迫｝が小型ポンフ＝

操法の部に出場しました、

　第7部は残念ながら入賞はなりませんでしたが、第1

部が2位に入賞しました、これは、本町からの出場隊の

歴代最高位にあたります、

　なお、優勝は椎葉村でした、

魍
爵
堀

～

醗融
藁溢七難

誠

幅

診
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　　　　　　　堀8ご’り⑦

　　　　　ノくりへ

　　　東郷町田
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．
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1

じ1

　　　「

修　　
　
さ
ん
（
3
4
歳
）

　≦詔

高

， 輝
，

o
出
身
地

　
　
田
野
　
ワ
ラ
ビ
ノ

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
．
八
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
黒
田
忠
義
さ
ん
（
父
）

o
現
在
の
住
所

　
静
岡
県
浜
松
市

　
航
空
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
黒
田
さ

ん
．
．
現
在
は
、
奥
さ
ん
と
小
学
校
一

年
生
の
長
男
、
三
歳
の
長
女
の
四
人

家
族
で
す
．
．
転
勤
が
多
い
た
め
、
子

ど
も
達
に
「
ふ
る
さ
と
感
」
が
持
て

な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
る
所
が
ふ
る
さ

と
だ
よ
」
と
教
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
へ
3　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
幾
山
河
越
え
去
り
行
か
ば
さ
み

し
さ
の
果
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
行
く
」

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
北
は
北
海
道
、

西
は
五
島
列
島
と
全
国
各
地
を
転
々

と
し
十
六
年
、
こ
の
牧
水
の
歌
の
意

味
が
わ
か
り
か
け
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
．
、
何
処
の
地
に
あ
っ
て
も

心
の
奥
深
く
片
時
も
離
れ
ず
に
あ
る

も
の
は
、
ふ
る
さ
と
の
帰
し
い
思
い

出
と
美
し
い
自
然
の
風
景
で
す
。

　
思
い
出
と
し
て
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
小
学
校
時
代
に
通
学

で
毎
日
お
世
話
に
な
っ
た
長
川
の
渡

し
舟
で
す
。
あ
る
時
、
船
頭
さ
ん
の

水
竿
が
川
底
に
取
ら
れ
、
舟
と
共
に

川
下
ま
で
流
さ
れ
恐
い
思
い
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
風
景
で
は
、
実
家
の
庭
先

か
ら
見
る
高
山
の
四
季
折
々
の
姿
が

と
て
も
好
き
で
し
た
。
特
に
春
の
山

桜
に
彩
ら
れ
た
美
し
い
姿
は
優
し
さ

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
斜
な
し
☆
★

る
さ
と
は
い
の
　
　
侵
の
終
着

独
自
性
と
調
和
の
町
づ
く
り

　
私
の
好
き
な
牧
水
の
歌
に
「
白
鳥

は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
青

に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
う
」
と
い
う
歌

が
あ
り
ま
す
。
回
り
が
空
と
海
の
青

一
色
の
世
界
に
あ
っ
て
そ
の
色
に
染

ま
る
こ
と
な
く
、
一
途
に
自
分
の
色

を
守
り
悠
然
と
飛
ぶ
白
い
鳥
。
か
と

い
っ
て
そ
こ
に
違
和
感
は
な
く
、
回

り
の
青
に
調
和
し
た
美
し
さ
を
醸
し

だ
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
私
た
ち
に
、

個
性
や
独
自
性
そ
れ
に
調
和
の
大
切

さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
は
、
黒
づ
く
り
に
も
言
え
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
代
の

而
甲
、

白
ロ
　
　
＋
〃

を
、
そ
し
て
夏
の
深
緑
に
覆
れ
た
雄

然
と
し
た
姿
は
た
く
ま
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
東
郷
町
。
そ
れ
は
、
私

に
と
っ
て
単
に
生
ま
れ
育
っ
た
所
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
と
も
私

を
励
ま
し
続
け
て
く
れ
る
心
の
師
で

あ
り
、
旅
の
終
着
と
な
る
べ
き
場
所

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
黒
田
さ
ん
が
通
学
に
利
用
し

　
く
た
耳
川
の
渡
し
跡

流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
東

郷
町
な
ら
で
は
の
独
自
の
伝
統
、
文

化
そ
し
て
美
し
い
自
然
を
活
か
し
つ

つ
そ
れ
を
時
代
の
流
れ
に
調
和
さ
せ

た
黒
づ
く
り
。
来
る
べ
き
二
十
一
世

紀
へ
向
か
っ
た
独
自
性
と
調
和
の
町

づ
く
り
に
期
待
し
ま
す
。

琳｝栃琳淋琳一嚇一一胴囲栃概栃

梅
雨
の
時
季
咲
き
初
む
朱
色
の
う
ぜ

　
ん
の
花
び
ら
数
多
庭
に
散
り
敷
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
．
†

紫
陽
花
の
毬
藻
を
叩
く
し
げ
き
雨

　
蛙
は
虫
取
る
出
番
待
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

大
雨
の
被
害
も
多
く
気
を
揉
み
し

　
梅
雨
も
漸
く
明
け
て
晴
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

下
刈
り
に
一
コ
入
れ
し
一
時
を

　
涼
風
誘
ふ
鶯
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

涼
し
げ
に
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
咲
き
そ

　
め
ぬ
初
夏
の
狭
庭
に
川
風
う
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

七
夕
を
待
つ
か
の
如
く
出
揃
い
し

　
稲
穂
に
思
う
我
等
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

町
内
を
巡
り
て
知
り
ぬ
福
瀬
区
に

　
建
つ
開
商
之
碑
歴
史
留
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

晩
酌
の
梢
過
ぎ
た
る
か
縁
に
寄
り

　
今
日
の
ひ
と
日
を
ふ
り
か
へ
り
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
　
る
い

戦
の
防
塁
岬
に
朽
ち
果
て
イ
、

　
壕
の
し
ず
け
さ
鎮
魂
を
念
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
土
口
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ヌ
　

い
さ
ぎ
よ
く
責
負
ひ
自
弁
せ
し
長
の

　
同
期
の
友
を
訪
ひ
て
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

大
阪
の
孫
の
送
り
し
千
羽
鶴

　
小
さ
き
願
ひ
に
涙
ぐ
む
母

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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　　　　　　∬獺ど弓こ”り③

　　　☆★☆鶴野内保育園☆★☆

ン流し」

伽　　融影　字M

▼題「ソー
　ト羅一蝋　　　滑．

　　　迫野内の
池田真菜美ちゃん・5鵜

父：池田信幸さん

母：　邦子さん
O好きな食べ物は何ですか？

　ウインナーとお魚

O好きな遊びは何ですか？

　木のぼり

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お菓子屋さん

臨’

　　　　鶴野内の

　菊池建人くん〔5劇

父：菊池輔弘さん

母：　　栄子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　焼き肉とサラダ

O好きな遊びは何ですか？

　木のぼり

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　小学校の先生

　曝
　
．
　
　
蓬
憂

欝
鱒

《
櫓
脚
謡

講
団謙、

▲題「ソーメン流し」
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舳
T
・
Y
●
餉
T
・
」
T
●
Y
・
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T
・
」
T
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凹
▼
・
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餉
T
・
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●
Y

　　林野庁

水源の森百選に
「庭田水源の森」を認定

　林野庁は良質な水を安定

供給する水源林として「庭

田水源の森」を水源の森百

選に認定しました．

　これは寺迫生産森林組合

が薪炭林跡の荒廃地を復旧

し、慢性的な水不足を解消

させたことが評緬されたも

のです。

　また、県内で穏「綾の照

葉樹林」も同時に認定され

ました。

㍉

圏
回
回
回
㊥
O

交
通
事
故
ワ
ー
ス
ト
記
録
返
上

　
警
察
庁
は
、
七
月
現
在
の
交
通
死

減
少
ペ
ー
ス
を
発
表
し
ま
し
た
。
二

十
五
道
県
で
増
加
し
二
十
都
府
県
で

減
少
、
二
県
で
増
減
無
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
宮
崎
県
は
八
月
五
日
現
在
で
六
十

五
人
（
対
前
年
十
一
名
増
）
と
最
悪

の
状
況
が
年
初
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
宮
崎
県
は
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
を
発
令
し
、

県
民
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
防
止
に

対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
家
庭
・

職
場
・
地
域
・
市
町
村
で
交
通
マ
ナ

ー
の
高
揚
を
図
り
我
が
町
か
ら
悲
惨

な
交
通
事
故
を
無
く
そ
う
と
努
力
し

て
い
ま
す
。

交通事故は
　　なぜ起きるのか

☆運転者の思い上がり

☆交通ルールを知らない

☆乱暴な運転態度

☆雨天時の悪条件

　
東
郷
町
に
お
い
て
も
、
交
通
安
全

運
動
期
間
中
に
交
差
点
や
信
号
機
の

あ
る
と
こ
ろ
等
で
、
街
頭
指
導
を
実

施
す
る
等
町
民
参
加
の
交
通
事
故
防

止
運
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町
内

の
事
業
所
で
の
交
通
安
全
会
の
開
催

や
警
察
官
に
よ
る
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
交
通
事
故
の
第
一
当
事

者
を
示
す
ワ
ー
ス
ト
記
録
は
、
今
年

三
月
が
県
下
で
第
一
位
、
四
月
が
二

位
、
五
月
が
第
三
位
、
六
月
が
第
四

位
と
不
名
誉
な
状
況
に
あ
り
ま
す
．
．

　
こ
の
ワ
ー
ス
ト
記
録
返
上
の
た
め
、

町
を
あ
げ
て
交
通
事
故
防
止
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
久
保
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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自分⑳佛陰自翁r智守り

～前回受診できなかった方大腸がん検診
年1回のチエツクを～（第2回目）

　
五
月
末
か
ら
開
始
し
た
第
一
回
目

で
は
、
昨
年
よ
り
三
百
人
多
い
一
七

七
五
人
の
受
診
が
あ
り
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
は
、
潜
血
反
応
と
い
う
目
に

見
え
な
い
血
液
を
検
出
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
ほ
ん
の
少
量
の
便
で
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
前
回
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

今
回
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
・
場
所
　
1
0
月
6
日
か
ら

　
日
程
表
を
各
戸
配
布
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
（
第
一
回
未

　
受
診
者
全
員
）

　
寺
迫
・
迫
野
内
区
は
2
0
歳
以
上

▽
一
三
容
器
・
問
診
票
　
第
】
回
目

　
に
配
布
済
み
で
す
の
で
、
紛
失
・

　
破
損
し
た
方
は
組
合
長
さ
ん
へ
申

　
し
出
て
く
だ
さ
い
。

第
一
回
目
の
実
施
結
果

受
診
者
総
数
～
一
二
瓦
君
名

　
　
　
（
芋
迫
・
迫
野
内
区
除
く
一

　
う
ち
要
精
肉
者
～
一
済
し
名

　
　
　
〔
男
七
三
名
・
女
し
週
名
）

A
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
▽

　
　
　
　
芋
迫
・
迫
野
内
区

受
診
者
総
数
～
四
七
六
名

　
う
ち
要
精
算
者
～
五
三
名

　
　
　
（
男
．
一
五
名
・
女
二
八
名
）

　
こ
の
中
か
ら
”
内
視
鏡
検
査
”
で

要
治
療
と
診
断
さ
れ
た
方
が
二
〇
名

（
男
町
名
・
女
十
一
ケ
月
で
早
期
治

療
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

戦
、
蝋
蝦
淵
醐
鱗
羅
灘
下

熱
瀬
雛
∵
　
戴
　
擬
難
鰍
纏

函
動
議
吻
∴
漁
辮
偏
…
燦
∴
麹
講
嚇
遮

皿
鱒
蝦
辮
鱈
∴
饗
蕪
闘
諭
∵
灘
鱒
鑑

　
…
…
韓
鯵
騨
眩
賭
鉾
…
跨
『
鋲
P
睡
昨
『
腸
…
轄
三
幅
鐸
踊
轍
淑
睡
賦
脇

表
紙
へ
牧
水
○
一
た
、
の
解
説

　
表
紙
の
う
た
「
鮎
焼
き
て
母
は
お

　
　
　
　
　
　
　
の
ち

は
し
き
ゆ
め
み
て
の
後
も
う
し
ろ
で

あ
り
あ
り
と
見
ゆ
」
。
こ
の
歌
は
大
正

十
四
年
（
一
九
二
五
・
四
十
歳
）
夏

の
作
で
『
夢
』
と
題
し
て
十
首
詠
ん

で
い
る
中
の
一
首
で
す
。

　
牧
水
は
母
を
敬
愛
し
、
そ
の
思
い

は
　
生
を
通
じ
て
変
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
頃
、
母
マ
キ
は
す
で
に
八

十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
時
に
は

産
婆
な
ど
を
し
な
が
ら
細
々
と
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
息
子
の
牧

水
は
当
然
な
が
ら
母
親
を
み
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
わ
か

り
き
っ
て
い
な
が
ら
母
へ
の
仕
送
り

も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
ほ
ど
牧
水

渡
　
邊
　
邦
　
彦

も
苦
し
い
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
牧

水
が
沼
津
に
移
っ
て
か
ら
は
少
し
余

裕
も
出
て
き
た
の
で
母
を
呼
び
寄
せ

一
緒
に
暮
ら
そ
う
と
再
々
手
紙
を
出

し
ま
し
た
が
、
老
い
て
も
な
お
気
丈

な
母
は
故
郷
を
離
れ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
母
が
常
に
気

に
か
か
り
母
の
夢
を
み
る
の
で
す
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
故
郷
の
家
で
鮎
を
焼

く
母
の
姿
は
幼
少
時
代
か
ら
牧
水
は

見
馴
れ
て
い
た
し
、
自
分
が
釣
っ
て

来
た
鮎
を
母
に
焼
い
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
歌
は
そ
の
鮎
を
焼
く

　
コ
つ
し
ろ

母
の
後
姿
が
夢
に
出
て
き
て
、
夢
を

Z

崔

∴
棚

禽

み
た
あ
と
も
母
の
姿
が
は
っ
き
り
と

見
え
た
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
私

達
の
胸
に
も
し
み
じ
み
と
そ
の
哀
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
歌
と
並

ん
で
次
の
歌
も
あ
り
ま
す
。

　
夢
な
ら
で
逢
ひ
が
た
き
母
の
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
み

か
げ
の
常
に
お
な
じ
き
旧
し
た
ま
ふ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　　鞘8ご’り⑩

牧

水

祭

：レ》i》・

　
牧
水
生
誕
百
十
周
年
記
念
第
四
十

五
回
牧
水
祭
が
、
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
第
九
回
全
国
健

康
福
祉
祭
み
や
ざ
き
短
歌
大
会
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま

す
．

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
〔
日
）

　
　
　
　
　
9
時
受
付

▽
場
所

ヨ
▽
内
容

　　　　　　お知らせ
くく《〈イこノ7オメーシ

午
前
　
牧
水
公
園

午
後
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

9
時
3
0
分
　
歌
碑
祭

－o

栫
@
　
　
短
歌
大
会

13

桙
Q
0
分
　
表
彰
式

14

桙
Q
0
分
　
記
念
講
演

　
講
師
　
若
山
旅
人
先
生

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
移
動
相
談

　
家
庭
に
い
る
看
護
職
の
方
々
の
就

業
相
談
を
は
じ
め
、
家
庭
で
お
年
寄

り
の
看
護
〔
介
護
）
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
、
在
宅
訪
問
看
護
を
し
て
い
る

看
護
職
の
方
々
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
．

▽
日
時
　
9
月
6
日
（
水
）
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
日
向
保
健
所

▽
お
問
い
合
せ
先

　
　
　
（
社
）
宮
崎
県
看
護
協
会

　
豊
0
9
8
5
〔
5
8
）
4
5
2
5

学
校
等
の

　
　
　
運
動
会
日
程

9
月
9
日
（
土
）
　
山
陰
保
育
園

9
月
1
7
日
（
日
）
　
美
々
津
中
学
校

9
月
2
3
日
（
土
）
　
鶴
野
内
保
育
園

9
月
2
4
日
（
日
）
　
田
の
原
分
校

　
東
郷
中
学
校
・
坪
谷
中
学
校

10

獅
P
日
（
日
）
　
寺
迫
小
学
校

　
福
井
小
学
校
・
東
郷
小
学
校

　
坪
谷
小
学
校
・
越
表
小
学
校

※
寺
迫
幼
稚
園
は
m
月
下
旬
、
坪
谷

　
保
育
園
・
坪
谷
幼
稚
園
は
1
1
月
、

　
東
郷
幼
稚
園
は
未
定
（
幽
現
在
）
で
す
．
．

及
び
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
、

指
導
、
助
言
等
を
行
う
相
談
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
9
月
7
日
（
木
）

　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

▽
場
所
　
日
向
保
健
所

▽
申
し
込
み
　
8
月
3
1
日
ま
で
に
日

　
向
保
健
所
保
健
指
導
係
ま
で
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
麿
（
5
2
）
5
1
0
1

税
金
相
談

医
療
相
談
会

　
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
の

患
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
、
医
療

　
　
　
　
　
　
　
霧
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
「
私

の
ケ
ー
ス
は
ど
う
な
る
の
」
な
ど
、

税
金
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問

に
お
答
え
す
る
の
が
税
務
相
談
室
で

す
。　

相
談
は
面
談
に
よ
る
ほ
か
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
で
き
い
ず
れ
も
無
料

一
　
　
　
　
　
　
　
…

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　
が
平
成
七
年
四
月
「
日
に
い
な
し

　
時
は
、
そ
の
他
の
先
順
位
の
遺
族

　
の
方
、

　
な
お
、
請
求
手
続
き
及
び
内
容
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
福
祉

生
活
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ので
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
宮
崎
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3
8
0

　
盈
0
9
8
5
（
2
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3
8
9

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
9
月
2
0
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
五
期

　
　
　
　
　
※
納
期
は
十
月
二
日
ま
で

　　

@　

@　

@　

P
落

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
旨
旨
し
上
げ
ま
す
．

〔
8
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
鶴
野
内
の
中
森
武
男
さ
ん
か
ら

（
イ
ナ
子
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
海
野
和
幸
さ
ん
か
ら

（
宏
幸
さ
ん
・
2
4
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
奈
須
光
f
さ
ん
か
ら

（
熊
雄
さ
ん
・
6
1
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
ミ
ツ
エ
さ
ん
か
ら

（
新
藏
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
山
床
ミ
サ
ヲ
さ
ん
か
ら

（
為
吉
さ
ん
・
7
7
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
寺
田
綾
子
さ
ん
と
、
田

野
の
山
口
登
久
恵
さ
ん
か
ら
快
気
祝

と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
寺

迫
の
黒
木
定
見
さ
ん
か
ら
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ぬ
い

ぐ
る
み
等
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
．
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

．
＝

●

　
　
（
七
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

長
池
玲
美
菜

岩
切
沙
智

高
山
元

赤
手
島
氏
名

公
　
一

繁
尚

修
巽
看

　
．
－
、
福
　
海

寺
　
迫

鶴
野
「
勾

住
所

死

亡

国
魂
を

祈
り

ま
す

本海

田野

正博

子文

　1
（1三

門l
l
l

町

寺

迫

名

住

所

結

婚

お

め

で
ζ
つ

沖
田
征
郎

寺
原
新
藏

河
野
定
男

山
床
店
吉

中
森
イ
ナ
子

奈
須
熊
雄

氏
名

56

ﾎ

86

ﾎ

80

ﾎ

77

ﾎ

80

ﾎ

61

ﾎ
年
齢

羽
　
坂

羽
　
坂

越
表

下
渡
川

鶴
野
内

羽
坂

住
所
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